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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとが
お互いに助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と
考えます。その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。

❖ 自分の能力を再発見できます。

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わたしたちの願 い



 

 

6月 10日、中央公

民館でま～ゆ市を約

3 カ月ぶりに再開し

ました。 

新型コロナウイル

スの感染予防のため、

窓を開け人と距離を

取り、マスク着用、ア

ルコール消毒をして、と公民館の利用規制遵守で行いました。 久しぶりに直接

顔を見て話せる安心感もひとしおでした。 

初めに恒例のモノ・コト交換市  

＊自粛生活中に手作りした色とりどりのマスク（ハヤちゃん）＊趣味のパッチワ

ークを再開して作ったバッグや袋物（じゅんちゃん）＊いっぱい育ったブロッコリ

ーや玉ねぎなど様々な野菜（ぶんちゃん）＊フルーツほおずきなどの苗（今井さ

ん）＊廿日市の餅つきで使う予定だったもち米（ごんべえさん）＊読み終えた古本（ケセラ） 

スーパーでは味わえない交流ができ、やっぱりま～ゆ交換はいいな～。お目当てを各自 GET して“エア握

手„。 

ハッピーバースデー  

4 月、5 月、6 月を合わせてお祝いの予定のところが 4 月生まれの山本さん、シンコちゃんだけ。バース

デーの歌をマスクをつけ小声で歌ってお祝いしました。今回はお菓子が出せないため、今井さんにお願い

してプレゼント用に、素敵な花を。山本さんは 80 歳を迎えられご自慢の歌を披露してくれました。シンコち

ゃんはコロナ禍の暮らしで改めて考えたことなどを話してくれました。 

インフォメーション  

＊サンタプロジェクト参加者募集（しげさん）＊味噌プロジェクト参加者募集と大豆蒔き（ミーすけさん）＊

弘法山登山について（ミーすけさん）＊ドキュメンタリー映画『もうひとつの明日へ』の進捗報告と寄付のお

願い（ケセラ） 

＜交流タイム＞緊急事態宣言で自粛中の暮らしや感じたことなどを語り合いました。 

◆三密にならない畑仕事や花を育てることを楽しんでいた。（複数）・これまで読んだ本を改めて読んでい

た。◆ステイホームで家族が揃って家にいて、食事つくりが大変だった。◆動くことが少なく、つい食べ過ぎ

て太った。◆年金生活で収入の心配はあまりないが別所温泉などが閉まって風呂が不便になった。 

◆普段できなかった家の片付けが進んだ。◆孫との交流がいっぱいできたが財布も軽くなった。◆遠くに

いる娘たちから頻繁に電話が来た。◆仕事に行けなくて、家でマスクつくりなど手仕事をしていた。 

◆コロナに感染する恐怖よりも感染者にならないか心配する心理的負担が大きい。◆コロナウイルスはなく

ならないだろうから暮らし方を変える必要がある。◆オンライン会議などができるようになった。 

◆政府のでたらめな施策で現政権への信頼がますます遠のいた。◆人と会えないので何となく鬱
うつ

々する。

会って会話できると心が落ち着くのを実感。◆散歩の効用を新発見した。◆仕事が減って休日が増えてい

る。収入減になり今後に不安がある。◆飛行機をキャンセルしたが緊急事態宣言前だったのでキャンセル代

を取られ大損になった。◆コロナウイルスを敵にするのでなく愛することで道が自ずと見えると思う。◆「自

粛警察」のようにお互いを監視しあい攻撃する社会にならないよう、情報操作に巻き込まれないように情報

をうのみにしないことが大事。◆どんなに軍備を増強してもウイルスには勝てないことが証明された。もっと

医療や介護など、“いのち„と暮らしを支えることに税金を使うべき。コスタリカに学ぶといい。 

ここに全部は書ききれないほどたくさんの思いや日常の暮らしを、うんうんと頷
うなず

きながら聞きあいました。 

 

最後にあやちゃんのギター伴奏で『夏の思い出』を歌ってお開き。使った椅子やテーブル、ドアノブなどを

アルコール消毒してみんなで片づけました。 
 

いろいろ心配は尽きませんが、交流することで心が和み自然と笑みがこぼれるひと時でした。 ケセラ 



 

 

－２－ 

ま～ゆ味噌プロジェクト  
種まき  6 月 27 日 

今年は、ほぼ 10 年ぶりに大郷の畑に戻っての種

まきです。31 人参加。うち子供たちが 6 人。新聞紙

への土のせから足で土かけと元気に作業していまし

た。1 時間ちょっとという最短記録で終えることがで

きました。梅雨時の危うい一日、うまく行えてほっと

しました。 

草取り  7 月 23 日 

新聞紙マルチをしなかったところ

は、草が豆と同じ大きさになり、雨

の間を縫ってごんべえさんと私の

弟に豆トラをかけてもらいました。 

8 月 9 日 

朝７時、17 人が参加して草取り

をしました。新聞マルチのところは

ビーバー隊で刈り取り、マルチのな

いところは手作業で豆の木と木の

間の草を鎌で取りました。畝は豆ト

ラがかけてあったので、草は少しでした。仕上げはごんべえさんがマルチなしの畝に豆トラをかけてくれ

たので、素晴らしくきれいな豆畑になりました。作業は８時１５分には終わりました。 ミーすけ 

 
 
 

オンライン会議から考えたこと
新型コロナウイルスの感染抑止のため往来が制限され、千葉

大学の小孟さんたちや岡山の小川さん、進さんが上田に来られま

せん。そこで、映画「もうひとつの明日へ」の制作は、編集もパンフ

レット制作もオンライン会議で進めることになりました。わざわざ

出かけなくても自宅にいながら会議に参加できるのはとても便利

です。しかし、オンラインではパソコン上に参加者の顔が写ります。

自分の顔を見ながら話すのは、慣れるまで違和感がありました。 

また、長野大学でのオンライン授業では、多人数のため画面に学生さんの顔が出ない仕組みになって

いて、自分の顔とパワーポイントを見ながら話をしたのですが、直に学生さんの反応が確かめられないの

で、手ごたえを感じることができませんでした。 

現在は会議や授業だけでなく、有料のオンライン上映会、講演会、連続講座の開催なども活発になっ

ています。私もオンライン連続講座にアクセスしましたが入金システムで戸惑って諦めました。うまくアク

セスするにはそれなりの技術が必要です。高齢者にはハードルが高い気がしました。それらをクリアーで

きれば、オンラインはすこぶる便利なシステムだと思います。 

一方、実際のコミュニケーションでは、お互いに聴いて話すだけでなく、その場の空気感や表情、声音、

肌の温もりなど、ことば以外のさまざまな要素が加わって豊かな交流がはかれていることに改めて気づ

かされました。やっぱり直接顔を見て話ができるのに勝るものはないですよね～。 

コロナ危機が続く現在、ますます人との触れ合いがなくなってきます。その時、より豊かなコミュニケー

ションをはかるにはどうすればいいのでしょう？ 

便利さばかりを追わず、昔の知恵に学ぶのもいいかもと思うこの頃です。 
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7月 10日、中央公民館で 

＊司会は都々平さん 
 

初めにモノ・コト交換市  

◍夏野菜(ぶんちゃん、ケセラ)◍梅ジャムなど(ミーすけさん)◍ラベンダ

ーの花束(あやちゃん)◍古本・雑誌(にゃんこ先生、殿下) 

モノを介して、いろいろ知れるのも魅力の一つですね～～。 

インフォメーション  

＊映画『もうひとつの明日へ』寄付のお願い（かっとまん・ヒデさん） 

＊飯盛山登山参加のお誘い（ミーすけさん）＊７月廿日市のご案内

（あやちゃん）＊会報の原稿依頼（都々平さん） 

ハッピーバースデー  

６月かっこうさん、７月やよいさんを

けんちゃんのリードでバースデーんの

歌を歌ってお祝いしました。今月も今

井さんが白・オレンジ・紫のグラジオラスの花束をプレゼントしてくださ

いました。 

＊かっこうさんは数日前に高額な補聴器を失くし息子さんと探し回っ

た顛末記
てん まつ き

を話されました。無事見つかって一安心。８０歳を迎えられました。＊やよいさんは久しぶりのま

～ゆ市参加。この間の暮らしなどを話され、｢もっとま～ゆ市に参加したい｣。 

＜交流タイム＞ 

◍久しぶりに外食や温泉を楽しんだ。駐車場に県外車が停まっていると気にな

った。 

◍運動不足解消を兼ねて腰痛体操教室に通っている。 

◍初めてヨガを体験。体力があると思ったけど次の日腰が痛くなった。 

◍トムさの梅をま～ゆ交換。その梅でジャムをつくったのでま～ゆ市に持参。 

◍雨続きで畑に入れないのが大変。草花や野菜の手入れをしている。 

◍オンライン会議はやってみると結構簡単。今後必要になるかもしれないからみ

んなが慣れるといい。 

◍オンライン会議は自分の顔がパソコン画面に映る。対面

の会議では見えない自分の顔が難しい顔をしているのに

気づいた。（そうなんですよ～。普段見えない顔が写るの

がね～） 

◍お店でセルフレジを体験。店員になったつもりで色々（心の中で）言

葉かけをやってみると楽しい。 

◍コラボ食堂に毎日くるお客さんが病院の検査で数値が良くなっていると聞き、

食事内容が大事と改めて実感。お客さんが一人だけの日もある。（その一人は

ヒデさん） 

◍怖い怪談話 一席 

◍亡くなったお母さんの散骨の話（みなさん興味津々で質問もでました） 

◍昆虫館で子どもたちを対象としたイベントやお蚕の飼育の体験談。 

◍信毎に投稿記事が掲載された。みんなが意見を投稿すれば世論を形成できる。 

どんどんしましょう。 
 
全部書ききれませんが日々の思いや発見が語られ頷きながら聞きあい、素敵な時間を共有し

ました。  



 

 

－４－ 

 

最後にあやちゃんのギター伴奏、けんちゃんのリードで

『手のひらを太陽に』を歌いました。 

終了後は椅子やテーブルなどをアルコール消毒してみん

なで掃除し片づけました。 

新型コロナ感染者が首都圏で拡大しています。心配は

尽きませんが顔を合わせて交流することで、心が和みます。

参加されたみなさん、お疲れ様でした。 

ケセラ 

 

 

 

 

7月 20日に今年初となる廿日市が無事に開催されま

した。 

連日、不安定な天候が続いていましたが、当日はお天

気に恵まれ、20名ほどの方にお集まりいただきました。 

まずは、みんなの家の周辺の草刈りや蜘蛛の巣はら

い、そして家の中の掃除。みんなで作業すると早いもの

で、みんなの家があっという間に見違えるほどキレイになりました。日差しも照りつける暑い中にも関わら

ず、作業をお手伝いいただいた皆さん、ありがとうございました！ 

それからは、窓を開け放って近況報告をしたり、初めて廿日市に見学に来られた方のご紹介をしたり。 

都々平さんがご用意くださった心理ゲームをして遊んだり、モアラの新曲発表があったり… 

短い時間でしたが久しぶりに廿日市の和やかな雰囲気が味わえました。 

出店も、「辛口屋」のお茶や「のこのこーば」の木のおもちゃ、「うらさとハーブ園」などの他、今井さんが

お花と皮なしニンニク、陶吉さんがとれたて野菜を、ニシちゃんの包丁研ぎ屋さんも。いずれも盛況で、

廿日市を活気づかせてくれました。 

次回、8月 20日の廿日市は

どのような形で開催されるか分

かりませんが、やりたい企画や

出店希望の方など、ご意見ご提

案をいただきながら、みんなで

作ってみんなで楽しむ廿日市に

して行きたいと思いますので、こ

れからもご協力、よろしくお願い

します。 

最後に、コロナ感染拡大防止のための制限が多い中、留意事項に従いマスク着用でご参加くださった

皆さん、本当にありがとうございました。 

廿日市チーム——あやちゃん 

は つ か い ち  

今年初の 



 

 

－５－ 

8 月 10 日は上田の最高

気温が全国で 2番目に高

かった酷暑日。日中の猛暑にめげず中央公民館に 18 人

が集まりました。（生ビールが恋しかったな～～！！） 

モノ・コト交換＜出品＞  

◍ミニトマト、枝豆、ピーマンなど野菜セット（今井さん） 

◍人参・ピーマンセット、古本（ケセラ）◍布製バッグ、茶碗、

手作り品、古本 

（シンコちゃん） 

モノ・コト交換＜相談事＞ 

「いつもモノの交換が中心ですが、何かコトについてもありま

せんか？」と、司会のヒデさんが呼びかけ都々平さんからお困り

ごと 2点が出ました。 

①猫に爪とぎを教えられなくて困っているのでいい知恵があり

ませんか？ 

猫や犬を飼っている方から爪とぎだけでなく他にもしつけ方など経験談が出ました。 

話が子どものしつけにまで及び、先生の体罰や親の虐待など昔との比較もでて、多様な考え方があ

るな～と感じ入って聞きました。動物も子どもも“動物・人権„を尊重した接し方ができる大人でありた

いとも思いました。 

②パソコンを替え G メールにしたが使いこなせないので教えてほしい。 

マルチメディアに相談したら？ 会員の H さんが詳しいから聞いたら？ と、それぞれが体験を話し、

結局、専門家に聞くのがいいと落ち着きました。 

こうしてお困りごとに情報や経験を出しあい、みんなで考える。これぞ“ま～ゆ„ですね。 

インフォメーション  

＊廿日市のお知らせ（パレちゃん）8月 20日午後 2時から 4時 みんなの家で近況報告会やひなち

ゃんのゲームなど楽しい企画を考えています。 

＊みんなの家のトイレ改修について（陶吉さん）改修費が約 20 万必要。費用をどのように捻出するか

意見を聞きたい。※いいアイデアがあれば遠慮なく提案をお願いします。 

８月のパッピーバースデー  

かっとまん、辛口さん、けんちゃん、の３人をお祝いしました。 

♡けんちゃんからは、「できるだけま～ゆにいっぱい参加して

みなさんから、いろいろ盗んでやろうと思っている」と、元気

な言葉。 

♡かっとまんは、「７０代最後の年になった…」とのこと。（まだ

まだ若い！！） 

♡辛口さんは、「死ぬまで頑張って参加する」と、力強い決意

表明？ 

３人にピンクのダリアが今井さんからプレゼント

されました。 

けんちゃんの怖い話 、２話 

実際にあった話という事ですが、各場面がイメ

ージでき、まるで TVか映画を観ているよう。 

話の中身も味のあるものでした。これからが楽

しみです。 

 



 

 

－６－ －６－ 

あやちゃん・けんちゃん二人で作詞作曲した「meening life」をあや

ちゃんが披露。優しい響きの歌です。広がっていったらいいな～。 
 

最後にみんなマスクをしたまま「たなばたさま」と「うみ」を、あやちゃん

のギター伴奏で歌いました。 

ヒデさんの進行は、タイムスケジュール通りぴったり終了。お見事でした。 
 

 

 

ドキュメンタリー映画〝もうひとつの明日へ〟の支援をメールで呼びかたところ、

大勢から協力のお応えを(電話でも)いただき心強い思いです。 その一部を紹介しま

す。 
※ 都々平に届いた分のみ 

 

わたしが上田市を訪れたのはもう５年以上前のことですが、ま～ゆのかたがたのご活動を論文のかた

ちにすることが出来ませんでした。 

「ま～ゆ」の魅力が映画になるとのこと。とても楽しみです。それが今回どのようなかたちで表現される

のか、勉強させて頂きたいですし、ぜひ拝見させて頂きたいと楽しみにしております。皆さまのご活動が

皆さまの生活を幸せにして、映画の完成が世界中の地域社会の希望となりますように。 

クラウドファンディングのほうにも気持ちばかりではございますが、ご協力させて頂きました。 
 

わたしは今、東京で働いています。児童発達支援・放課後等デイサービスという、発達障害を持つ子

どもへの療育をしています。コロナが落ち着きましたら妻と娘を連れてまた上田市に遊びに行きたいと思

っています。その時はまたぜひお邪魔させてください。 

岩尾紘彰 

 

映画製作、おもしろそうな取り組みですね。じっくり読ませてもらって、ＦＢでシェアさせてもらいますね。 

それから、機関誌〝愛農〟の 9月号でもクラファンの紹介をさせてください。 
 

坪井涼子 

 

フェイスブックページなどを拝読し、とてもおもしろい取り組みと思うので、ぜひ改めて取材をさせてい

ただけないでしょうか。記事という形で、微力ながら、クラウドファンディングの後押しもできれば幸いで

す。通貨の話は、個人的にも関心をもっている話題なので、ぜひともお話を伺いたいです。 

読売新聞記者  横山大介 

 

ご活躍のご様子うれしいです。私は東京の湯島で毎週サロンを開催しています。テーマはさまざま、メ

ンバーもさまざまです。４５０人ほどいますので、告知させてもらいます。またフェイスブックでも告知しま

しょう。 

サロンでは時々地域通貨の話も出ます。機会があれば、千葉大学生に一度、湯島のサロンで話題提

供してもらい、呼びかけるのも一案です。もしどなたか来られるようであれば、日程はお任せします。サ

ロンへの参加者は１０人前後ですが、その報告はメンバー全員に配られます。ご検討ください。 

完成を楽しみにしています。 

佐藤修 

 



 

 

汗の結晶 №389 アント 

汗の結晶とは、大変な努力によって得られた成果

を意味します。汗をかいてシャツや帽子にシミをよく

作ってしまいますが,結晶は見たことがなく、あくまで

センスの良い日本的な表現の世界のものと思ってい

ました。 

しかし最近、汗の結晶の画像を見ました。古い建

物の基礎がかろうじて残っているような感じです。汗

の成分は 99％が水分で 1％が塩なので、塩の結晶

といってもいいそうです。 

暑くて流れ出る物理的な汗はもういっぱい経験し

ましたが、大変な努力を意味する精神的な汗は、あ

まりかいていないことに気付きました。残された時間

は多くないと思うけれど、私なりの汗の結晶をひとつ

でも見たいと思います。 

父母の汗 №71 トットちゃん 

小さき頃、父母の真夏の野良仕事は首に巻いている手ぬぐいを首より外し顔・首周りをふき取

り、必ず雑巾をしぼるが如くギューッと汗をしぼるのです。子供乍らによく見ていたよ。｢すごいな

ぁ｣と思ったよ。 

昔は今より暑かったのか？いや今の方が温暖化ですね。しかし昔は体ひとつが労力で、すべ

てが人力です。父なんぞ山坂の農業で鍛えた体は筋肉でモリモリでした。よく裸にステテコで夕

食していたよ。 

一緒に働いていた母の顔と胸元はいつも玉の汗

が滝の様に流れ｢苦労しているなぁ｣と子供心に感じ

たよ。 

どの家の親たちも皆苦労だったのね、あの頃は… 

ピーピーピ－洗濯機が止まったようです。 

  
次(124号)のテーマは 

〝もったいない〟です。 
 

｢コロナによって閉じこもっているのがもったいない｣ 

ですね。この時間を有効に使って“もったいない„

と思うこと、思ったことを書いてみましょう。 

｢もったいなくてすてられない物｣｢○○は私にはもっ

たいない｣｢あんな仕事をするにはもったいない人

だ｣…等々。 

原稿締め切りは 9月 22日です 

気軽に書いて寄せてください 

－７－ 

蕎麦屋  つゞき№412 近藤 薫 

● お食事代のうち 100 円をま～ゆでお使

いください 

● 浅間山麓 700ｍの自家製・手打ちそば

です 

●珍しい変わりそばや、箱寿司･蒸し寿

司などもあります  

●営業は４～12 月の金土日、11：30～

14：00 です 

◇所;湯の丸ＩＣから山側へ 800ｍ祢津ＪＡ

の近くです 

東御市祢津1308 ℡0268-63-6192  

ま～ゆ会員にききました。

 夏といえば 汗 
 

〝 〟について 

語ってください 
 

 

 

 

 

 



 

 

知り合いのおばあさんの話です。 

 №55 ミーすけ 

父親は亡くなっていました。兄２人は戦争

に召集され、戦地へ行っています。家ではお

蚕さんを１００ｇ(私の家ではせいぜい２０から

３０ｇそれでも家中に広がっていました)飼っ

ていたそうです。泊りがけの手伝いの人が何

人も入っていて、お母さんの背中は汗で塩が

吹いていたといいます。中学生だった娘さん

はその背中を見て、お母さんを助けなければ

という気持ちがいっぱいで、何もわがままが

言えなかった、何とか親を助けたいと思って

いたそうです。 

自分のことを思い出してみるとき、汗で塩

まで吹いていたか知りませんが、親にそんな

優しい気持ちを持たなかったなァ。苦労して

いる姿も人に話せるほど覚えていません。 

おばあさんは今９３歳。その時の様子をあ

りあり語ってくれました。 

№436 けんちゃん  

6 月 16 日、弘法山の登山に参加させていた

だきました。 

年齢的には、一番若い方な

ので、「たぶん余裕 

だろう！」と高を括 

っていたのですが… 

なんと、一番足手まといになってしまいました… 

「これではいけない!!!」と気づかされ、その翌

日から あやちゃんとウォーキングを始めまし

た。梅雨時期なので、毎日歩けたわけではあり

ませんが、１ヶ月、地道に汗をかき続けた結果…

7㎏の減量に成功しました！ 

あの登山に参加していなかったら、この「気づ

き」はありませんでした。ま～ゆに参加すること

によって、得られたことがたくさんあります。この

ことも、自分にとっては、大きな一歩です。あと 5

㎏は痩せたいのですが、アセらず頑張ります！ 

冷汗  №76 ぶんちゃん 

私が介護福祉士で訪問介護をしていた時のことです。ある８０代の女性で、ちょっと仕事の量が

多すぎると感じていた方の家のことです。1時間以内に料理を何品も作ります。 

その日は、味噌汁、焼き魚、天ぷらを作って下さいとの事でした。その方は、塗り絵をしながら私

の動きを観察しています。 

天ぷらも何品も揚げていたときに、天ぷら鍋の底に油かすが幾

重にもついていてそのかすが燃えてきました。揚げていた油の中

に入ると大変です。その時は、火をとめ油かすを取り、また仕事を

続けました。熱い油やけどの心配、火事の心配と冷や汗をかきまし

た。 

近くの息子さん夫婦も食材を用意するだけでなく、時間をオーバーしている介護士の人達の事も

考えて欲しいと感じました。高齢化が進んでいます。私も介護保険を利用する事があっても相手の

ことも考えられる老人になりたいです。 

西洋占星術・ヒーリング №267くらげ(水沢） 
● タロット・自然療法・不思議いろいろ 
● ま～ゆ会員は2割引。 

さらに半額までま～ゆ払い可能です。 
● 障害や不具合をお持ちの方の介護や 

お手伝いも、ま～ゆで承ります(介護福祉士) 
上田市中央東 1－19 

連絡先:090-2755-1383 

 

街の気軽なマルチメディアショップ 

㈲ 伸和印刷    №57 中澤 

● ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください 

● 今、流行りの自分史を作ってみませんか? 

● 会議資料作りに便利な、製本機能付き 

高速デジタルコピー機導入しました 

上田市国分１-７-12 

℡22-7710 Fax22-7718 

－８－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

汗 №147 かっとまん 

汗はかくが、記憶に残る様な「汗」を

かいた覚えがない。せいぜい若い頃の

真夏のテニスぐらいかな。 

グライダーの合同合宿で、体育会系

の他の大学が早朝から長距離走で汗

を流しているのを横目で見ながら、

我々の文化系研究会は柔軟体操程度

でした。 

実際の飛行訓練は人命に関わる事

故もあるので、体育会系、文化部系の

区別無く、訓練中は全員緊張の連続で

した。 

体育会系には理不尽なことも見られ

ましたが、上級生になって、後輩に緊張

感を持たせ続けるのに苦労し、体育会

系の規律はうらやましく思っていまし

た。この経験から、管理職になって採用

試験では体育会系の規律ある学生に

は好印象を持ちました。 

№441 そだっち 

『汗』ということで、パッと連想するのは僕はサウナで

す！ 

仕事帰りで疲れをとるため、日帰り温泉によく行きま

すがサウナに入り、じっとしているだけで滝のように汗が

流れ、新陳代謝してるな～という瞬間がお気に入りで

す。ホントはお風呂上がりにキンキンに冷えたビールをや

れれば最高だけど(笑)いつもクルマの運転もあるから

残念です。 

あと汗に関連した話で、以前 とある温泉施設でサウ

ナに入っていたところ、隣に座った人がこちらを向いてき

たので「知り合いかな…？」と思ったら、その視線が下半

身の方向を向いてニヤニヤしていたので、『ヤバい、そっ

ち方面の人か！』と違う汗をかいたことがありました

(笑) 

今は多様性の時代とはいえ、ソッチ系に興味ない人を

巻き込まないで～と思いました。ちなみにその方より僕

の方が大き…あっ、これ以上は自粛します(笑) 

サウナも今のご時世、３密に該当するため利用しづら

いですが、早く以前のように良い汗かいてみたいです。 

№136 にゃんこ先生  

私はほとんど汗をかきません。サウナ（滅多に入りませんが）でしばらく頑張っていても、肌がジトっと

湿ってくる程度で、玉の汗なんて出ません。汗腺が発達してないのでしょうか。汗が一番にじんでくる

のが、あごのくぼんだところです。私がここをぬぐっていたら、それは間違いなく真夏のしるしです。 
 

ところが、５年前にケセラさんとミーすけさんと一緒に、イタリア・サルデーニャ島の小さな農場コミュ

ニティ（身障者の方たちとハーブなどを作って商品化していました）を訪れた時のことです。私たちの訪

問に合わせてコンサートやら詩の朗読やら盛りだくさんなイベントを開催してくれたんです。 

その時に私は地元のテレビ局のインタビューを受けることになりました。「イタ

リアではどこへ行ったの？」とか「イタリアのどんなところが好き？」「どんな食べ

物が好き？」とかのお気楽なインタビューだろうと見くびっていた私は甘かった

です。インタビュアーの女性は次々と、コミュニティ関連の質問を繰り出してくる

のでした。ここを訪れてどう思ったか、日本ではどんな状況か、等々。そんなこと

日本語でだって答えられません。日頃ぼんやり生きていて、その方面に意識を

向けていなかったからです。（ケセラさんならちゃんと答えられたんだろうな

あ。）しどろもどろになりながら単語を羅列し、なんとかごまかしながら、わき腹

を汗がつつーっと滴り落ちて行ったことをよく覚えています。旅の恥はかき捨て

とはいえ、今でも思い出すと赤面します。 

 

－９－ 

 



ヒヤリハッと №71 トットちゃん

昨年東京方面へバス旅行に行った帰りの出来事である。

お土産はもうこれでいいし、最終サービスエリア

では、トイレに行ってからアイスでも食べようと財布

だけを持ってバスを降りた。トイレの棚にポンと財布

を置いて用を済ませた。手洗いのところで仲間に声

を掛けられ聞いていたら乗車時間になってしまった。

バスに乗って間もなく、財布をトイレに忘れてきたことに気づいた。ヒヤーっとした。困った!!ど

うしよう、もう遅い。添乗員さんにも告げられず、自宅まで帰ってきた。しょんぼり再度鞄の中を

確認したがやはりない。留守番の主人は土産の紙袋をじーっと見ている。

ボーっとして数時間、ダメもとでサービスエリアに電話した。夜のことなので、あっちへ聞いて

くれ、こっちへ連絡してくれと回され、時間はかかったが｢預かってますよ｣の声。ほっとした。財

布の特徴を話し、着払いで戻った。その財布を思わず抱きしめてしまった。

すぐ届けてくださった女性の方に心からありがとうございました。

こうして私は、まさか、まさか、まさかの坂を下りました。

パソコンでかいた〝冷や汗〟 №50 都々平

その①は 6 月初旬です。｢不正な利用が疑われるので…｣とジャックスから電話。そんなは

ずがないから何かを聞き出そうとしているのではないか？と慎重に対応しました。｢ではジャック

スカードセンターに電話でお確かめください｣と返答があったので、その番号をネット検索して疑

いを晴らしたうえで、ダイヤルしました。

不正の件数は 28 件ですべて海外から。総額はなんと 159,469 円にも及んでいるではあり

ませんか。即刻カード利用の停止措置を取ってもらい、カードを更新して安心しました。

件数や金額が小さければ通帳を見てもそんな〝まさか〟にきづかなかったかもしれません。

その②もあります。5月 28日でした。

メールの件名が｢ご注意ください！Amazonアカウント○○異常ログイン｣で、アマゾンカスタ

マセンターからの情報と記されています。文面は以下です。(一部省略)
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
あなたの Amazon のアカウント：このたび、ご利用者様保護の一環の定常的なモニタリン

グ活動を通じて、お客様のアカウントが無断でアクセスされた可能性があることが判明いたし
ました.配送先住所が変更されました！新しい配送先住所は 24 時間後に有効になります.

装備：iphone 6s ios 10.1.2 場所：山形市
ご Ama 思いがけない妊娠に 悩む zon アプリのみでログインしてアカウントを確認してください.
ご不正アクセスにおけるオーソリティ変更は 24 タレント 76人による 期間限定 時間たってから有効になります.
お客様のアカウントに再度有効化 らによる手洗い動画の 公開 していただけるようになります。 次のリンクをクリ

ックして指示に従ってください.
――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日本語に弱い人と思しき文面と、不自然な空白があって、怪しい？と判断。ネットで調べた“ア

マゾンカスタマセンター„に連絡を取り偽情報と判明しました。メールアドレスを変更して難を逃

れました。怖い世の中ですね。

－10－




